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調
査
は
全
国
の
16
歳
以
上

男
女
（
有
効
サ
ン
プ
ル
数
＝

1
9
6
0
人
）
を
対
象
に
今

年
2
〜
3
月
に
行
わ
れ
た
も

の
。
国
民
の
国
語
や
言
葉
へ

の
関
心
、
表
記
等
（
用
語
、

文
体
・
構
成
）
、
読
書
、
表

現
や
慣
用
句
の
使
い
方
や
理

解
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

国
語
へ
の
期
待
に
つ
い
て

は
「
家
庭
や
社
会
で
正
し
い

言
葉
遣
い
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
」
が
39
・
5
％
で
最

も
高
く
、
「
学
校
で
の
国
語

の
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
」
が
35
・
3
％
だ
っ
た
。

前
回
調
査
（
22
年
度
、
11
年

度
）
と
比
べ
、
「
敬
語
な
ど

言
葉
遣
い
の
標
準
を
決
め

て
、
そ
の
普
及
に
努
め
る
」

が
6
㌽
、
「
外
国
人
に
対
す

る
日
本
語
の
紹
介
や
教
育
を

充
実
さ
せ
る
」
が
4
㌽
増
加

し
た
。

官
公
庁
等
の
「
お
知
ら

せ
」
や
広
報
に
望
む
こ
と
は

「
文
字
の

大
き
さ
、

字
間
・
行

間
、
レ
イ

ア
ウ
ト
な

ど
が
見
や

す
い
こ

と
」と「
親

し
み
や
す

い
表
現
が

使
わ
れ
て

い
る
こ

と
」
が
最

も
多
く
、

次
い
で

「
伝
え
た
い
用
件
や
結
論
が

先
に
書
い
て
あ
る
こ
と
」
、

「
一
つ
ひ
と
つ
の
文
が
短
い

こ
と
」
な
ど
。
「
で
す
・
ま

す
」
体
と
「
で
あ
る
」
体
で

は
6
割
以
上
が
「
で
す
・
ま

す
」
体
が
良
い
と
回
答
。
年

齢
が
高
い
ほ
ど
「
で
す
・
ま

す
」
体
を
支
持
し
て
い
た
。

多
か
っ
た
慣
用
句
の
誤
用

「
�
古
き
良
き
�
時
代
を

懐
か
し
む
」
等
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
日
常
会
話
で
は
あ

ま
り
使
わ
な
い
6
つ
の
表
現

に
つ
い
て
、
「
聞
い
た
こ
と

が
な
い
」
、
「
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
使
う
こ
と
は
な

い
」
、
「
使
う
こ
と
が
あ

る
」
を
尋
ね
て
い
る
。
最
も

多
か
っ
た
「
聞
い
た
こ
と
が

な
い
」
表
現
は
「
結
果
は

�
言
わ
ず
も
が
な
�
で
あ

る
」
、
次
い
で
「
議
論
が

�
行
き
つ
戻
り
つ
�
す
る
」

だ
っ
た
（
上
表
参
照
）
。

一
方
、
最
も
「
使
う
こ
と

が
あ
る
」
表
現
は
「
�
知
る

人
ぞ
知
る
�
秘
境
」
、
次
い

で
「
�
古
き
良
き
�
時
代
を

懐
か
し
む
」
、
「
�
招
か
れ

ざ
る
�
客
」
だ
っ
た
。

「
憮
然
」「
御
の
字
」「
砂

を
か
む
よ
う
」
の
意
味
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
、
辞

書
等
で
本
来
の
意
味
と
さ
れ

る
意
味
よ
り
違
う
意
味
を
選

ん
だ
人
の
方
が
多
か
っ
た
。

最
も
正
誤
の
差
が
大
き
か
っ

た
「
憮
然
」
は
、
本
来
の
意

味
「
失
望
し
て
ぼ
ん
や
り
と

し
て
い
る
様
子
」
を
選
択
し

た
の
は
28
・
1
％
だ
っ
た

が
、
「
腹
を
立
て
て
い
る
様

子
」
を
選
択
し
た
の
は
2
倍

の
56
・
7
％
。
「
砂
を
か
む

よ
う
」
は
、
正
解
「
無
味
乾

燥
で
つ
ま
ら
な
い
様
子
」

（
32
・
1
％
）
よ
り
「
悔
し

く
て
た
ま
ら
な
い
様
子
」（
56

・
9
％
）
が
多
か
っ
た
。

来
年
度
に
向
け
、
こ
の
時
期

以
降
か
ら
休
職
中
の
教
員
の
職

場
復
帰
に
向
け
た
準
備
が
始
ま

り
ま
す
。
最
近
、
お
休
み
し
て

い
る
こ
と
自
体
に
罪
障
感
が
薄

い
教
員
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
休
職
中
に

海
外
旅
行
に
出
か
け
る
ケ
ー
ス

や
、
様
々
な
娯
楽
施
設
に
出
か

け
た
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
投
稿

し
て
い
る
の
を
他
の
同
僚
に
指

摘
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
。
休
職
中
も
税
金

で
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
管
理
職
と
の
温
度
差

病
気
休
暇
や
休
職
を
し
た
教

員
と
の
面
接
を
実
施
す
る
と
、

共
通
す
る
一
つ
の
セ
リ
フ
が
聞

か
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
管
理

職
が
自
分
の
気
持
ち
を
充
分
に

聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
く
だ
り
で
す
。
管
理
職
と
し

て
は
休
職
す
る
時
期
の
話
や
そ

れ
に
か
か
わ
る
手
続
き
の
話
を

通
じ
て
本
人
と
の
話
し
合
い
が

十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
「
当
事
者

が
納
得
す
る
ほ
ど
の
」
と
こ
ろ

ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
が
問
題

の
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
時
に
、
私
ど
も
の
よ

う
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
専
門

家
の
出
番
が
や
っ
て
き
ま
す
。

い
く
ら
管
理
職
が
美
辞
麗
句
を

並
べ
て
も
、
所
詮
は
「
管
理
職

と
い
う
立
場
の
人
間
か
ら
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
」
と
し
て
本
人

は
認
識
し
て
し
ま
い
ま
す
。
第

三
者
的
な
立
場
の
専
門
家
が
近

く
に
い
る
こ
と
で
、
「
校
長
の

前
で
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
す

が
…
」
等
、
本
音
の
話
を
聞
け

て
、
復
職
の
際
の
課
題
克
服
の

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
職
場
復
帰
の

際
に
は
、
出
来
る
だ
け
管
理
職

と
心
理
の
専
門
家
が
同
席
し

て
、
本
人
と
一
緒
に
職
場
復
帰

に
向
け
た
話
し
合
い
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
職
場
復
帰

の
成
否
の
鍵
は
、
休
職
に
至
っ

た
原
因
と
な
っ
た
課
題
が
解
消

さ
れ
て
い
る
か
に
尽
き
ま
す
。

■
適
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

そ
の
際
に
重
要
な
こ
と
は
、

医
学
的
に
は
医
師
か
ら
の
職
場

復
帰
の
許
可
が
下
り
て
い
る
ケ

ー
ス
で
も
、
学
校
現
場
に
復
帰

（
適
応
）
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
発
達
的
な
課
題
を
抱
え
、
職

場
不
適
応
等
の
診
断
で
休
職
に

入
っ
た
教
員
。
仕
事
の
優
先
順

位
が
つ
け
ら
れ
な
い
、
書
類
の

締
め
切
り
が
守
れ
な
い
、
約
束

事
を
忘
れ
て
し
ま
う
等
、
日
常

業
務
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の

課
題
が
克
服
さ
れ
な
い
ま
ま
職

場
に
戻
っ
て
き
て
も
な
か
な
か

復
帰
が
難
し
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
生
徒
に
対
す
る
暴

言
が
き
っ
か
け
で
子
ど
も
が
不

登
校
に
な
っ
た
そ
の
保
護
者
か

ら
、
当
該
教
員
の
職
場
復
帰
に

対
し
て
強
い
抗
議
が
続
い
て
い

る
中
、
復
職
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
、
管
理
職
を
含
め

た
そ
の
学
校
の
職
場
全
体
に
対

す
る
不
信
感
が
強
く
、
管
理
職

と
の
連
絡
自
体
を
拒
否
し
て
い

る
教
員
が
職
場
復
帰
を
す
る
ケ

ー
ス
等
も
あ
り
ま
す
。
学
校
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
第
三
者
的

な
立
場
で
客
観
的
な
判
断
を
下

せ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
専
門

家
等
を
間
に
介
し
て
、
保
護
者

や
本
人
と
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
復
帰
に
向
け
た
話
し
合
い

を
進
め
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

■
自
力
走
行
で
き
る
教
員
を

職
場
復
帰
を
果
た
し
た
教
員

の
3
〜
4
割
は
再
度
休
職
に
入

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
代
替

教
員
の
不
足
が
深
刻
化
す
る
中

で
、
欠
員
が
発
生
し
て
も
、
現

有
勢
力
の
ま
ま
何
と
か
や
り
く

り
し
て
い
る
学
校
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
こ
そ

管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
れ
も

で
き
な
い
、
こ
れ
も
で
き
な
い

と
教
員
を
追
い
込
む
管
理
的
発

想
の
強
い
校
長
の
も
と
、
管
理

職
の
指
示
を
こ
な
す
だ
け
の
教

員
で
は
管
理
職
を
超
え
る
よ
う

な
人
材
は
育
ち
ま
せ
ん
。

自
ら
考
え
、
実
践
し
、
う
ま

く
い
か
な
け
れ
ば
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
そ
ん
な
姿
勢
の
教
員
に
と

っ
て
は
、
「
う
ま
く
い
か
な

い
」
＝
「
失
敗
」
で
は
な
く
、

「
う
ま
く
い
か
な
い
」
＝
「
経

験
」
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

「
経
験
」
は
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
管

理
職
に
は
、
自
力
走
行
が
で
き

る
教
員
た
ち
が
失
敗
す
る
（
経

験
を
積
む
）
権
利
を
奪
わ
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。
自
力
走
行
で
き
る
教
員
た

ち
を
応
援
し
な
が
ら
、
学
校
経

営
も
目
指
す
管
理
職
の
更
な
る

出
現
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

筆
者
＝
土
井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
国
際

教
養
学
部
教
職
課
程
客
員
教

授
、
教
職
員
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
代
表
、

埼
玉
県
川
口
市
教
育
委
員
会
教

職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ー
フ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

国
語
へ
の
関
心
が
「
あ
る
」
「
非
常
に
あ
る
」
を
合

わ
せ
る
と
76
・
4
％
に
上
り
過
去
最
高
。
ま
た
常
用
漢

字
表
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
は
58
・
0
％
で
、
過

去
か
ら
7
㌽
増
え
た
―
―
文
化
庁
は
先
ご
ろ
「
平
成
30

年
度
『
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
』
の
結
果
概
要
」
を

公
表
し
た
。
（
関
連
記
事
＝
8
面
）

買
い
物
ご
っ
こ
で
楽
し
く
食
品
名
を
覚
え
る

萩
生
田
光
一
・
文
部
科
学

大
臣
は
11
月
1
日
、
来
春
に

実
施
予
定
し
て
い
た
大
学
入

試
に
お
け
る
英
語
民
間
試
験

の
活
用
を
前
提
と
し
た
「
大

学
入
試
英
語
成
績
提
供
シ
ス

テ
ム
」
を
見
送
り
、
令
和
6

年
度
か
ら
の
実
施
と
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
「
受
験
生
を

は
じ
め
と
し
た
高
校
生
、
保

護
者
の
皆
様
へ
」
（
メ
ッ
セ

ー
ジ
）
を
発
表
し
た
。

英
語
民
間
試
験
の
導
入
を

巡
っ
て
は
高
校
長
協
会
等
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
団
体
か

ら
賛
否
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
「
私
と

し
て
は
、
目
標
の
大
学
に
向

け
て
英
語
試
験
の
勉
強
を
重

ね
て
い
る
高
校
生
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
当
初
の

予
定
通
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
試
験
を
実
施
す
る
た
め

に
、
連
日
取
り
組
ん
で
」
き

た
こ
と
を
説
明
し
た
。

し
か
し
「
経
済
的
な
状
況

や
居
住
し
て
い
る
地
域
に
か

か
わ
ら
ず
、
等
し
く
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
更
な
る
時
間
が

必
要
だ
と
判
断
す
る
に
至
り

ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

東
京
・
渋
谷
区
の
服
部
栄

養
専
門
学
校
（
服
部
幸
應
理

事
長
・
校
長
）
は
11
月
9
・

10
日
、
第
62
回
学
園
祭
を
開

催
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
�
食

育
の
底
力
�
―
食
の
エ
ビ
デ

ン
ス
―
『
観
る

得
る

味

わ
う
』
」
。

学
生
の
研
究
発
表
や
「
こ

ど
も
☆
食
育
ひ
ろ
ば
」
で
は

遊
び
な
が
ら
食
を
学
べ
る
コ

ー
ナ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
日

本
を
代
表
す
る
シ
ェ
フ
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
模
擬
店

で
は
学
生
た
ち
が
腕
を
振
る

う
調
理
や
、
販
売
が
好
評
を

博
し
て
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
先
ご
ろ
公

表
し
た
学
校
や
社
会
教
育
の

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
総

数
は
12
万
1
4
3
7
箇
所

（
平
成
30
年
10
月
現
在
）

で
、
94
・
9
％
の
自
治
体
が

地
域
等
へ
の
開
放
を
実
施
。

体
育
館
の
開
放
は
86
・
2
％

で
最
も
高
く
、
最
も
低
か
っ

た
の
は
屋
外
庭
球
場
（
21
・

8
％
）
だ
っ
た
。

施
設
数
が
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
体
育
館
」
（
3
万
3

2
9
8
）
、
次
い
で
「
多
目

的
運
動
場
」
（
3
万
1
9

7
）
、
「
水
泳
プ
ー
ル
（
屋

外
）
」
（
2
万
4
2
9

6
）
、
「
庭
球
場
（
屋

外
）
」
（
9
3
4
1
）
、

「
柔
剣
道
場
（
武
道
場
）
」

（
6
4
2
2
）
、
「
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
場
」（
2
0
4
7
）、

「
野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
」
（
2
0
2
6
）
等
。

施
設
の
開
放
率
は
最
も
高

い
「
体
育
館
」
に
続
い
て

「
屋
外
運
動
場
」
が
80
・
9

％
だ
っ
た
一
方
、
低
か
っ
た

の
は
「
屋
外
庭
球
場
」
の
他

に
「
水
泳
プ
ー
ル
」
（
22
・

2
％
）
だ
っ
た
。

開
放
す
る
対
象
は
「
一
般

に
も
開
放
」
が
「
自
校
の
児

童
・
生
徒
に
限
る
」
よ
り
多

く
、
一
般
の
う
ち
、
「
学
区

（
校
区
）
に
限
ら
な
い
・
ク

ラ
ブ
（
団
体
）
の
み
」
が
55

・
9
％
、
「
学
区
（
校
区
）

に
限
ら
な
い
・
個
人
利
用
も

可
」
が
24
・
4
％
、
「
学
区

（
校
区
）
に
限
る
・
ク
ラ
ブ

（
団
体
）
の
み
」
が
13
・
2

％
、
「
学
区
（
校
区
）
に
限

る
・
個
人
利
用
も
可
」
が
2

・
1
％
。
ク
ラ
ブ
（
団
体
）

へ
の
開
放
と
比
較
し
て
、
個

人
利
用
者
へ
の
開
放
は
少
な

い
。ま

た
開
放
の
方
法
と
頻
度

を
み
る
と
、
「
年
間
を
通
じ

て
定
期
的
に
曜
日
を
決
め
て

開
放
」
が
多
く
、
「
平
日
」

が
全
体
の
65
・
3
％
、
「
土

曜
日
」
が
70
・
8
％
、
「
日

曜
日
」
が
67
・
9
％
。
い
ず

れ
も
前
回
調
査
（
26
年
度
）

よ
り
増
え
た
。

来
年
新
年
か
ら
の
各
府
省

庁
の
公
用
文
は
、
日
本
人
姓

名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
つ
い

て
、
「
姓
―
名
」
の
順
と
す

る
こ
と
が
、
10
月
25
日
の
関

係
府
省
庁
申
合
せ
で
決
定
し

た
。
さ
ら
に
、
姓
と
名
を
明

確
に
区
別
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
姓
を
全
て
大
文

字
表
記
と
し
、
「
姓
―
名
」

の
構
造
を
明
確
に
す
る
。

さ
ら
に
府
省
庁
だ
け
で
な

く
地
方
公
共
団
体
、
関
係
機

関
、
民
間
で
も
「
差
支
え
の

な
い
限
り
『
姓
―
名
』
の

順
」
を
使
用
す
る
こ
と
を
要

請
。
来
年
1
月
1
日
か
ら
の

実
施
を
求
め
て
い
る
。
対
象

に
な
る
公
用
文
等
は
、
①
外

国
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
②
外
国

語
で
発
信
す
る
文
書
、
③
会

議
に
お
け
る
名
簿
・
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
等
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
は

言
語
や
文
化
の
多
様
性
を
意

識
し
生
か
す
こ
と
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
る
た
め
、

「
『
姓
―
名
』
」
と
い
う
日

本
の
伝
統
に
則
し
た
表
記
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
だ

と
い
う
理
由
。

世
界
遺
産
で
国

定
史
跡
の
沖
縄
・

首
里
城
正
殿
等
が

10
月
31
日
未
明
の

火
災
で
焼
失
。
文

化
庁
の
宮
田
長
官

は
「
知
ら
せ
を
聞
き
、
言
葉

を
失
い
、
大
変
心
を
痛
め
」

た
と
す
る
談
話
を
発
表
し

た
。
「
首
里
城
は
、
沖
縄
県

の
皆
様
に
と
っ
て
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
あ
り
、
一
晩
に
し

て
失
っ
た
悲
し
み
や
喪
失
感

は
い
か
ば
か
り
か
と
、
察
す

る
に
余
り
あ
る
」
「
文
化
財

は
、
そ
の
地
域
の
み
な
ら

ず
、
我
が
国
の
宝
で
あ
り
、

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
も

の
で
す
」
と
続
け
た
▼
沖
縄

修
学
旅
と
し
て
も
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
。
再
建
に
向
け
て
の

動
き
は
始
ま
っ
て
い
る
。
那

覇
市
は
本
庁
・
支
所
に
即
日

で
募
金
箱
を
設
置
。
口
座
振

り
込
み
と
合
わ
せ
13
日
ま
で

に
1
億
1
4
4
2
万
円
を
超

え
た
。
さ
ら
に
返
礼
品
無
し

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
開
設
▼
被
災
地
つ
な
が

り
の
熊
本
市
か
ら
、
世
界
遺

産
つ
な
が
り
の
白
鷺
城
（
姫

路
市
）
、
富
岡
製
糸
場
、
高

野
山
か
ら
、
姉
妹
都
市
の
宮

崎
・
日
南
市
か
ら
、
様
々
な

支
援
の
輪
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
▼
安
倍
晋
三
首
相
は
先
の

関
係
閣
僚
会
議
で
、
財
源
措

置
を
含
め
早
期
の
復
元
を
目

指
し
て
指
示
。
ま
た
同
県
玉

城
デ
ニ
ー
知
事
は
、
本
土
復

帰
50
年
の
2
0
2
2
年
5
月

ま
で
に
再
建
計
画
を
ま
と
め

る
考
え
を
発
表
し
た
▼
各
地

の
復
旧
作
業
で
活
躍
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
「
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
く
」
と
言
う
。

決
し
て
上
か
ら
の
目
線
で
語

ら
な
い
。
「
自
分
の
た
め
」

だ
か
ら
だ
と
も
言
う
。
そ
れ

は
同
じ
結
果
で
も
、
「
寄

付
」
よ
り
「
喜
捨
」
に
近
い

行
為
か
も
し
れ
な
い
。

家庭教育

教育旅行

学校給食・食育特集

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

次世代に必要な力を
育むための学びとは

紙 面 案 内

教職員のメンタルヘルス 第63回…1面
学校の感染症 第12回…4面
学校給食は食育の教材 第56回…7面
学校図書館なるほどＱ＆Ａ 第57回…8面

学校保健・安全特集……………………2～4面
全国学校保健・安全研究大会が11月21・22

日、さいたま市で開催される。自然災害が続く
近年では、教育現場でも感染症への指導や安全
教育等の配慮が必須。求められる対策について
識者・実践者から助言をまとめた。

環境・消費者教育……………………………5面
ＥＳＤの考え方を柱とした環境教育の研究・
実践に取り組む全国小中学校環境教育研究会が
11月22日、研究大会（千葉大会）を開催する。
首都圏でも珍しい「学校林」を活用している多
摩市・豊ヶ丘小学校の実践は、「よき社会人」
を育てることを目指して行われている。

教育旅行・体験学習…………………………6面
エコツーリズムの先進地・オーストラリア各
州の中でも国土の4分の1を有する広大なクイ
ーンズランド州に、来年3月、羽田から直行便
が就航。一層利用しやすくなった同国・州での
環境・自然学習の取組を紹介する。

食育・学校給食………………………………7面
第70回全国学校給食研究協議大会が11月7日
・8日に岡山県で開催された。給食センターが
被災するケースを想定したバックアッププラン
の重要性が、全国から参集した栄養教諭に伝え
られた。

学校図書館……………………………………8面
「朝の読書大賞」「文字・活字文化推進大

賞」表彰式では、今回はじめて特別支援学校が
大賞を受賞。様々な障害を持つ子供たちが一緒
に読書をすることで「一体感」を共有すること
が開始当時の目的。今では「生活に根差した読
書活動」として定着している。

第3月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

神楽月・雪待月

月曜日

■KKS Webはこちら→

小 雪（１１／２２）
勤労感謝の日（１１／２３）
大 雪（１２／７）

日

■Twitter
@kyoikukatei

（令和元年）
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英
語
民
間
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り

国
語
へ
の
関
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あ
る
」「
非
常
に
」が
過
去
最
高

国
語
へ
の
関
心「
あ
る
」「
非
常
に
」が
過
去
最
高

萩
生
田
文
相
が
受
験
生
・
保
護
者
に
談
話

国
語
教
育
充
実
に
も
期
待

常
用
漢
字
表
の
認
知
増
文

化

庁

国
語
世
論
調
査

服
部
栄
養
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門
学
校
学
園
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「
食
育
の
底
力
」テ
ー
マ
に

体
育
館
開
放
率
８６
％

４
分
の
１
は
個
人
利
用
も
可

ス
ポ
ー
ツ
庁
調
査

第６３回

ローマ字表記
「姓―名」に

公用文の日本人の名前

日本の伝統に則し

教
員
の「
失
敗
す
る
権
利
」認
め
て
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